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鉄系超伝導体における新奇磁気相と結晶構造の相関
山浦 淳一, 平賀晴弘，平石雅俊, 小嶋健児, 門野良典, 村上洋一 (KEK, 解析評価) 

飯村壮史, 松石聡, 細野秀雄 (東工大, 材料創製)

鉄系超伝導体

-銅から鉄へ, フッ素から水素へ

Iimura et al., Nature Commun. 3, 943 (2012).

■本研究のまとめ

1. 構造転移を伴うAF2磁気相を発見

* 高ドープ域では通常何も起こらない

2. AF2の方が強相関 → 鉄系のmultiorbitalの特徴か

* 通常ドーピングとともにnormalな状態になる

3. 2つの超伝導ドームの起源

→ 2つの”母相”へのドーピングで出現

* 右側の方がTcが4割ほど高い

Result & Discussion

LaFeAsO1-xHxの構造変化
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Hiraishi et al. (2013).
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超伝導転移温度と民生応用 超伝導のメカニズム

-電子対を作り出すもの-
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放射光X線による粉末精密構造解析
KEK-PF BL8A/8B

放射光X線

イメージングプレート型回折計

高濃度水素置換で
未知の構造相転移を発見
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x = 0の母相と異なる構造変化

1.2

今回の発見は
Multiprobe（muon, neutron, x-ray）の
協奏的利用による精密物性測定で実現
(KEK-PF, J-PARC)
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新物質探索と
メカニズムの理解が重要
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他にも多様な系がある
(鉄ニクタイド四面体の層状構造は共通)

LaFeAsO1-xHx
(ドーパントをフッ素から

水素陰イオンに変えて高ドープ可に)

Tc,max= 36 K
Tc,max= 26 K

母相(x~0):
超伝導の基になる状態

?

O2－ → H－:電子ドープ


